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『詩經』季女攷
（一）
　　筆者は、かつて「淑女」が少女であり、少女が古代中國に于いては、巫祝として珍重されたことを論じ
た（注一）
。結論を先に施
せば、 『詩經』諸篇を見ると淑女と同義語の季女を見ることができる。この季女の語は、召南・采
篇、曹風・侯人篇、小
雅・甫田之什・車
篇に三見する。毛傳に「季、少也」とあり、これを受けて近人の高亨も「季女、少女
也（注二）
」と言い、袁梅
も「少女。小女
児（注三）
」と言っている。この少女である季女に就いて、召南・采
篇の毛傳に
　　古之將嫁女者、必先禮之于宗室、牲用魚
之以
。
とあり、更に小雅・甫田之什・車
篇に見える「季女」に就いて陳奐が
　　季、少也。少女、微笑微主也。古之將嫁者、必先禮之于宗室。此季女亦是將嫁之女、與采
季女同。
と言
う（注四）
。季女とは、少女であり將嫁之女を指し、先ず宗室で祭祀を行う者であるとする。また、鄭玄は
古者、婦人先嫁三⺼、祖廟未毀、敎于公宮、祖廟旣毀、敎于宗室。敎以婦德婦言婦容婦功、敎成之祭、牲用魚、
用
、所以成婦順也。
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と言う。婚歬の女性が婦人としての禮を學び終えた時に祖靈を祀るとするこれらの解釋は『禮記』昏義篇に
是以古者、婦人先嫁三⺼、祖廟未毀、敎于公宮、祖廟旣毀、敎于宗室。敎以婦德婦言婦容婦功、敎成之祭、牲用魚、之以
、所以成婦順也。
とあるのを踏襲したに過ぎず、姚際恆が
　　毛、鄭惟知以禮解詩、而不知詩在歬、禮在後、
禮之本詩爲
說
也。吾用禮之本詩爲
說
者以解詩、非以禮解詩也。
と述べ
て（注五）
おり、また赤塚忠も「果たして詩を解するに典據となり得るか否かなお檢討の餘地はある」
と（注六）
論じていることから
すれば、必ずしも禮書に從って解釋する必要はないのである。
　『詩經』に收錄されている「季女」の季字には、關雎篇の「淑女」の淑と同じように少・小の義があって、それらは、 「淑
女」と同樣に年の
い少女、卽ち神を迎え祀る巫祝に相當することが十分に考えられる。本小論では、この點を踏まえて
「季女」とは、 「少女」のことであり、且つ『詩經』召南・采
篇、曹風・侯人篇、小雅・甫田之什・車
篇の三篇では、果
たしてこの「少女」がど ように謠われているのか、檢討を試みるも
（二）
　「季女」の季字に就いて、毛傳に「季、少也」とあって、また、小雅・甫田之什・車
篇「思
孌
季女逝兮」の鄭箋に「思
得
孌
然美好之少女」とあり、この「少女」に就いて『釋文』に「本亦作季女」とあり、 『儀禮』少牢饋⻝禮に「挂于季指」
とあって、鄭玄が「季、小也」と言っていることから、季字には、小、少 義があるのは確かである。
　さて、この季字の成立は古いもので、卜辭や金文に數は多くはないが散見する。卜辭では、王國維が
卜辭人名中
有……季亦殷之先公。卽冥是也。楚辭曰、該東季德、厥父是臧。
曰恆東季德。則該與恆皆季之子。該卽
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王亥、恆卽王恆。皆見于卜辭。則卜辭之季亦當是王亥之父冥矣。
と（注七）
、人名で使用されており、小、少の義では見られない。金文では、陳初生が
　　排行最末者。
虢
季子段鬲、
虢
季氏子段乍（作）寶鬲。銘文别見
虢
仲、
虢
叔。
と（注八）
、長幼の末子の意で使用されており、旣に小、少の義として見えている。では、どこから小、少の義が現れたのであろう
か。
　『
說
文』に「季、少
偁
也。从子、从稚省、稚亦聲」とあり、これに就いて林義光が
　　禾爲稚省不顯。
說
文云、稚亦聲、是季與稚同音。當爲稺之古文……引伸爲叔季之季。亦與稺通用。
と言
い（注九）
、叔季の季とするのは引伸義で、稚と稺との假借字であるとしている。となると、ここで、季字を少、小の義とする
本字が、果たして稚と稺であるのかが問題となろう。
　先ず、稚に就いては、 『
說
文』には無く、 『廣雅』釋詁に「稚、少也」とあり、 『淮南子』脩務訓に
　　
之幼女、衞之稚質。
とあり、高誘注に「稚質、亦少女也」と 。また『文選』魏都賦にも「衞之稚質」とあり、張銑注には
　　稚質、
顏也。
とある。
　ところで、この稚質の質に就いてであるが 禮記』緇衣篇に「質而守之」とあって、鄭玄注に「質、犹少也」とあり、
また『淮南子』時則訓にも
　　
不質良。
とあることから、年の
い意があったと考えられ、ここから、稚も質も少の意があるのは分かるが、稚と質の兩字が少の意
であることから、少女の意味が出たとは直接的 はやや考え難いものである
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　そこで更に質字に就いて見ると、王輝が
齊、 （脂從
qi ）文獻作質（質照
zhi ） 、脂質陰入對轉。郭店楚
《緇衣》
三八～三九、古（故）君子多
（聞） 、齊而獸
（守）之、多志、齊而新（親）之。齊今本《禮記・緇衣》作質。裘錫圭按語以爲齊、質音近。按齊與質通。
と言
う
（注一〇）
如く、質は齊の假借字で、齊は召南・采
篇の第三
に「有齊季女」とあって、韓詩は
に作り、朱駿聲が「齊、
叚借
爲
」
と
（注一一）
言い、 『廣雅』乁び『集
』に「
、好也」とあり、また『廣
』に「
、好皃」とある如く、見目麗しい
樣子を言うのである。つまり、稚質とは、
く美しい人がその原義で轉じて少女と解されるに至ったのであり、少女と解さ
れたのは、
く美しいことが少女の條件であったからであろう。
　これまで、季は稚の假借字で、少の義があると論じて來たが、稺と季との通假關係が果たしてあるのかが問題となろう。
それは、 『尙書』堯典に
　　帝曰、
虁
、命汝典樂、敎冑子。
とあり、この「敎冑子」に就いて、 『史記』は冑を穉に作り 『
說
文』には育に作るが王引之は
育子、穉子也。育字或作毓。通作鬻。
通作鞠……凢未冠者、通謂之穉子。穉子卽育子……育冑古聲相近。作冑者、假
借耳。
と言
う
（注一二）
。冑子とは穉子のことで、未だ冠せざる者、卽ち年の
い者を言うのであり、穉に小或いは少の義があったのである。
また、嚴可
等が「
說
文無稚字當作稺」と
言
（注一三）
い、稚の本字は稺であるとするが 稚の本字は、後述する如く穉である。稺と
したのは 穉と形が近いが爲に屢々混同されたのが原因であろう。
　衞風・碩人篇の第二
に「齒如瓠犀」とあり、敦煌文獻には「齒如瓠
」と、
に作っている。これに就いて、張涌泉が
、刊本作犀、慧琳一切經音義卷三大般
波羅密多經第三三二卷遲鈍條云、犀音西、從尾從牛。經文、從尸從羊、俗字
也。
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と言
い
（注一四）
、ここでは、犀が本字で、
、
は俗字であるとしている。魯頌・
閟
宮篇の第一
に「稙稺
麥」とあり、敦煌文獻
には「稙
　
麥」と、
に作っており、張涌泉が
　　
　、刊本作稺。
爲稺之俗字。五經文字、禾部、穉、稺、上
說
文、下字林。
と言
い
（注一五）
、
　は稺の俗字であり『五經文字』乁び『
說
文』では穉に作り、 『字林』では稺に作るとして、穉、稺が混用している。
また、商頌・長發篇の第二
に「湯降不遲」とあり、敦煌文獻には「湯降不
」と、
に作っており、張涌泉が
　　
刊本作
。
爲遲之俗字、遲爲小篆隷定字、
爲籀文隷定字。
と言
う
（注一六）
に據り、穉が正字であることが分かる。つまり、少の義とする稚の本字は穉になるのである。これに加えて林義光も
　　季讀爲穉。
說
文季從穉得聲。是季穉古同音。此詩與候人季女斯飢陟
岵
嗟予季、車
季女逝兮之季皆讀爲穉。
と言
う
（注一七）
のを合わせて、通假關係の構
を示せば、季＝稚＝穉＝少・小となるのである。 「稚質」の稚も實は、 「季女」の季と
同樣に穉の假借字で少・小の義があり、少女であることが字義上、朙らかになったと思う。
（三）
　以上の結果を踏まえて、召南・采
篇（一五）を考察する。
第一
　　于以采
○
、南㵎之
濱○
。于以采
◁
、于彼行
潦◁
。
第二
　　于以盛之、維筐及
筥□
。于以湘之、維錡及
釜□
第三
　　于以奠之、宗室牖
下□
。誰其尸之、有齊季
女□
。
　　　　　（押
　○＝眞部 　△＝宵部 　□＝魚部）
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　この詩に、語釋を施す。○「于以」は、召南・采
篇に「于以采
」とあり、これに就いて馬瑞辰が「瑞辰按、爾雅、粤、
爰、于也。
曰、粤、爰、于、于也。凢詩云于以者、犹言爰以、粤以、皆語詞」と言う如く、于以の二字で「ここ
︱
ニ」と
讀む意味のない助字。○「
」は、小野
山は「和名デンジソウ」と言い、屈
里が「本
謂水
有三種、大者曰
、中者
曰
、小者曰浮
」と言う如く、周南・關雎篇に見える
と同樣の水
の一種であり、關雎篇の毛傳には「乃能共
、備庶物、以事宗廟」とあるように、祖靈祭祀の供物。また、赤塚忠が、 「太古以來野
を寀集するのは女性の作業であ
り、特に祭禮においては、それを調理して神に共饌するのはその垩務であった。野
には水
が珍重された」と論
じ
（注一八）
ている。
○「㵎」は、召南・采
篇の毛傳に「山夾水曰㵎」とある如く、谷閒の川の意。○「濱」は、毛傳に「濱、
也」とある如
く、岸邊の意。○「
」は、江村如圭は「和名モ。數種有リ、
ハ總名ニテ一種ノ名ニ非ズ」と言う。水
のこと。○「行
潦」の「行」は 毛傳に「行潦、流潦 」とあり、馬瑞辰が「瑞辰按、行者、
字之省借。
說
文、
、溝行水也。廣
同。
省借行、犹
之
今亦省作
也。左傳潢汙行潦之水、服虔注、畜小水謂之潢、水不流謂之汙。今按、行潦對潢汙言。溝
水之流曰
、雨水之大曰潦」と言う如く、
の省借字で溝、水たまりこと。 「潦」は、高亨が「潦、積水。
潦、溝中積水」
と言う如く、澤山集まった水の意。 「行潦」は、溝にたまった澤山の水の意。○「筐」 「筥」は、毛傳に「方曰筐、圓曰筥」とあり、高亨が「筐、方形的盛物竹器 筥、圓形的盛物竹器」と言う如く、野
を盛る竹製の器で、四角いものを筐と言い、
丸いものを筥と言う。○「湘」は、毛傳に「湘 烹也」とあり、馬瑞辰が「 按、湘、韓詩作
。漢書郊祀志、
亨上帝
鬼神、顏師古注引韓詩、于以
之、云、
、亨也。
通作觴……毛公以湘爲
之假借、故訓爲亨。三家詩多以字易經文、故
韓詩直作
」と言い、更に聞一多が「亨古烹字。漢書郊祀志注引韓詩作
。太玄竈首次五、鼎大可觴。司馬光注曰、觴當作
。字一作
。
說
文、
、煮也。玉篇
與
同」 （ 「詩經通義乙」 ）と言う如く、
の假借字で煮る意。○「維」は、袁梅が
「維、發語詞。與惟、唯作用相同」と言う如く、發語の詞で「こ
︱
レ」と讀む。○「錡」 「釜」は、高亨が「錡、有三雙脚的
鍋。釜、無脚的鍋」と 錡は三足の鍋、釜は足のない鍋の意とするが 馬瑞辰が「瑞辰按、方言、
鍑
、江淮陳楚之閒謂之錡。
『詩經』季女攷
一五七
鍑
卽釜也。方言
曰、釜、自關而西或謂之釜、或謂之
鍑
。
說
文、江淮之閒謂釜曰錡。是釜與錡亦對文
、散文通耳。廣雅、
錡、釜也」と言う如く、 「錡」も「釜」も同じかまの意。○「奠」は、毛傳に「奠、置也」とあり、これに就いて王先謙が「說
文、奠、置祭也。从酋。酋、酒也。下其丌也。釋名、喪祭曰酋。酋、停也。言停久也。引伸義、凢祭而設酒、久停置之、
皆謂之奠。奠之必于宗室者、敎于大宗之室、則酋祭于大宗之廟也。左傳二十八年傳、
諸宗室、
與
說
文置祭之置同、卽
詩所謂奠矣」と言い、丁惟汾も「按 奠
同聲。卷耳傳、
、置也。左傳襄公二十八年傳、行潦之
、
諸宗室。
卽奠
也」と言う如く、
と『
說
文』の「奠、置祭也」の置と同義であり、また、 『
說
文』の「奠、置祭也」に就いて、段玉裁が
「置祭者、置酒⻝而祭也。引申爲凢置之稱」と言う如く、供物を置く意。○「宗室」は、毛傳に「宗室、太宗之廟也」とあり、陳奐が「定之方中、室犹宮也。采
、宮、廟也。室宮同義。故宮謂之廟、亦室謂之廟。詩言設祭于宗室。故謂室爲廟也」
と言い、更に聞一多が金文の例を擧げて「案宗室卽宗廟。仲殷父
、仲殷父鑄
、用朝夕高考于宗室……善鼎、善作宗室寶
尊。宗室皆謂宗廟 （歬揭書） う如く、宗廟の意。○「牖下」は、袁梅が「指在堂歬門窗閒設祭壇。牖、窗」と言う。宗廟の窗下で祭壇を設ける場 を指す。○「尸」は 毛傳に「尸、主」とあり 『
說
文』に「尸、陳也」とあって、段玉裁
がこれに就いて「凢祭祀之尸訓主。祭祀之尸本
神而陳之、而祭者因主之、二義實相因而生也」と言う如く、祭祀をつかさ
どる意。○「有齊」の有は、實字と見る
說
もあるが、王引之が「有、狀物之詞也」 （ 『經傳釋詞』 ）と言い、また周南・桃夭
篇に「有
其實」とあり、これに就いて屈
里が「詩中凢以有字冠于形容詞或副詞之上者、等于加然形容詞或副詞之下。故
有
犹
然也」と言う如く、形容詞の接頭語と見るのが正しい。ここでは、假りに「あ
︱
リ」と讀んでおく。齊は、毛傳に
「齊、
也」とあり、高亨が「齊、借爲齋、古人在祭祀歬、不喝酒、不噄
（
等）以示對鬼神恭
、這叫做齋」と、齋
の假借字で、つつしむ としており、また 韓詩は
に作り、朱駿聲が「齊、叚借
爲
」 （ 『
說
文通訓定聲』 ）と言い、 『廣
雅』乁び『集
』に「
、好也」とあり、 『廣
』に「
、好皃」と、見目麗しい意として見え、程俊
等が「齊、美好而
恭
貌……毛傳、齊、
也。廣雅、
、好也。是齊含有美好與恭
二義」と言う如く、齊には、見目麗しく、愼しむ樣を言
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う。尙、白川靜は「齊は婦人が祭祀に從うとき、髪餝りを整えた形。祭事に從うときの齊
のさまをいう」と言
う
（注一九）
。從って、
有齊は、齊齊で、大雅・文王之什・思齊篇の第一
に「思齊大任、文王之母。思媚周姜、京室之婦（思齊たる大任は、文王
の母。思媚たる周姜は、京室の婦） 」とある「思齊」の語と同じで、見目麗しく、愼しみ深い樣を形容する語。聞一多は「思齊與思媚對擧、齊犹媚也。媚亦好也。有齊與 同」 （歬揭書）と言う。○「季女」は、季は穉 假借字で少女。巫女を指す。
　以上の語釋を踏まえて訓讀すると
第一
　　
于こ
以こ
に
を采る、南㵎之の濱に。
于こ
以こ
に
を
采と
る、彼の行潦に。
第二
　　
于こ
以こ
に之を盛る、維れ筐及び筥に。
于こ
以こ
に之を
湘に
る、維れ錡乁び釜に。
第三
　　
于こ
以こ
に之を
奠お
く、宗室の牖下に。誰か其れ之を
尸つかさど
る、齊たる季女有り。
となる。
　以上に據って日本語譯にすると
第一
　　デンジソウを寀るのは、谷閒の川の岸邊で。モを寀るのは、溝にたまった澤山の水の中で。
第二
　　寀った水
を盛りつけるのは、四角い竹籠、丸い竹籠に。これを煮るのは、釜よ釜。
第三
　　調理した供物をお供えす 場所は、宗廟の窗下にある祭壇に。誰がこの祭祀を主催するのか、 （それは）見
目麗しく愼しみ深い少女の巫女。
となる。
　この詩の詩意を見てみると、毛序は
采
、大夫妻。能循法度也。能循法度、則可
承先祖、共祭祀矣。
と言い、集傳も
　　南國被文王之化、大夫妻能奉祭祀。而其家人敍其事
美之也。
『詩經』季女攷
一五九
と言う。毛序、集傳は共にこの詩を大夫の妻が祭祀を奉ずることを讚美したものと解しているが、福本が旣に指
する如く、
祖靈祭祀詩であって、季女に就いても「祖靈祭祀を司る乙女卽ち巫女のことである」と言
う
（注二〇）
如くであるが、更に述べるな
らば、季女が少女であり 祖靈を迎え祀る巫祝である巫女であり、その少女が宗廟にて呪物である水
を水
み、それを調
理して祭壇にお供えすることから、本詩の詩意は、祖靈の降臨を願う詩と見る ができよう。これは、關雎篇の「參差
、左右流之」
と
（注二一）
一致しているものである。ただし、關雎篇では、 「淑女」は祖靈の連れ合いの巫女として見えてはいるけ
れども、采
篇では、祖靈を迎え祀る巫女の立場としてのみ見えている。これは、本質的には巫女が祖靈の連れ合いである
性質があったに他ならぬものであり、 れにより『禮記』昏義篇の記事と合わさ 嫁がんとする女性の行爲と解され に至ったのではあるまいか。
　季女が祖靈を迎え、祖靈との神婚儀禮がより朙確に謠われているのが、曹風・候人篇である。　そこで、曹風・候人篇（一五一）を考察する。
第一
　　彼候人兮、何戈與
○
。彼其之子、三百赤
芾○
。
第二
　　維鵜在梁、不濡其
翼◁
。彼其之子、不稱其
服◁
。
第三
　　維鵜在梁、不濡其
咮□
。彼其之子、不遂其
媾□
。
第四
　　
兮
兮、南山朝
隮※
。婉兮
孌
兮、季女斯
飢※
。
　　　　　（押
　○＝⺼部 　△＝
部 　□＝侯部 　※＝脂部）
　以下に語釋を施す。○「候人」は、毛傳に「候人、衜路送迎賓客者」とあり、衜で賓客を送迎する人をいうが、賓客は、『詩經』に于いては、例えば、小雅・甫田之什・賓之初筵篇の第一
には賓とあり、具體的には第二
にある祖靈の依り憑
く尸である烈祖を指し、小雅・鹿鳴之什・鹿鳴篇に見える嘉賓、小雅・鴻鴈之什・庭燎篇、振鷺篇、周頌・臣工之什・有瞽
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篇等に見える客は、祖
靈
（注二二）
を指すことから、候人とは、祖靈を送迎する人の意となる。先ず、この候字に就いて見ると、于省
吾が「王侯之侯與時候之候初本同、候爲後起的分化字。
說
文
作候、傡謂、候、伺
也。从人侯聲。侯與候古通、典籍習見、
今舉三證以朙之、一、周禮小祝鄭注謂侯之言候也、廣雅釋言謂侯、候也、均以侯與候爲音訓。二、兪樾兒笘錄（三・二） 、以爲古候字止作侯。三 近年來所發現的雲
秦
、內史雜侯和耐爲侯。均以侯爲候（一九七六年文物第七朞雲
秦
釋文） 」
と言
い
（注二三）
、白川靜も「侯・候はもと同じ字。候は侯にまた人を加えたもので、重複の字形であるが、慣用によって、五等の
侯と候
の候とが分岐したものと思われる。候
の意より、時季の推移を七十二候に分ち、また氣候の義となった」と言
う（注二四）
。候は侯の後起字である。侯は、鄭風・羔裘篇の第二
に「洵直且侯」とあり、高亨が「侯與好是一聲的轉變」と言う如
く、好の假借字。となると、 候人」は「好人」であることになる。 「好人」は、少人卽ち少女の巫祝を指し、魏風・
篇
では女神の尸である少
女
（注二五）
として見える。よって本詩の「候人」も、少女の巫祝であると考えられる。○「何」は、齊詩は
に作り、 『釋文』に「本
作何」とあり、王先謙が「詩云、何戈與
。何、
經典通用」と言い、林義光が「何本字、今作
者假借字」と言う如く、
の假借字で、おう、担う意。またその對𧰼者であるが、周
等が「全詩始終把候人與彼其之子
作對比的
冩」 （ 『詩經百首譯釋』 ）と言う如く、 「候人」と「之子」が對である。つまり、 「彼候人兮、何戈與
」と「彼其
之子、三百赤芾」が對句になるこ から、候人が直接矛や杖矛を担っているのではなく、 「之子」と同樣に、卛いた從者が持っていることになる。○「
」は、毛傳に「
、殳也」とあり、高亨が「一種撞擊用兵器、竹製、長一丈二尺、頭上不用
金屬爲刃、八棱而尖」と言う如 棒狀の矛、杖矛。○「其」は、陳奐が「左傳作已、禮記引作記 其已記同 と言い、王引之が「其、語助也。或作記、或作忌 或作已、或作邊、義竝同也」 （ 『經傳釋詞』 ）と言う如く、意味のない助字で訓讀では讀まない。○「 」は、毛傳に「之子、是子也」とある如く、この子の意であり、ここでは祖靈を指す ○「三百赤」は、 「赤
」は、毛傳に「
、
韠
也」とあり、丁惟汾が「按、
韠
雙聲。
古音讀佩。玉
作
韍
。
韍
古音讀憊。與
雙聲」
と言う如く、膝掛けのことであり、赤
で赤い膝掛けのこと。鄭玄が「佩赤
者三百人」と言う如く、三百赤
とは、赤
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で赤い膝掛けを着用した從者のことであるが、この「三百」は、 『禮記』玉
篇に「大夫以上赤
乘軒」とあって、三百と
は見られない。これに就いて白川靜が「一種の詩的誇張で、 ［秦風、渭陽］に「何を以ってこれを贈らむ 　路車乘黄」 、 ［召南、鵲巢］ 「この子ここに
歸とつ
ぐ 　百兩を
御むか
ふ」なども、お祝いの語とみるべきである」と言
う
（注二六）
如く、實數を指すのではな
く、お祝いの語で、結婚の相手である巫女を言祝ぐ表現。○「鵜」は、江村如圭が「俗
伽が
藍らん
鳥と名く。或はヲヲトリと呼
ぶ。大さ鸛に三倍す。頷下に嚢あり」という。ガランチョウ 尙、 『爾雅』釋鳥に「鵜、
澤」とあり、郭注には「今之鴣
鵜也。好羣飛、沈水⻝魚、故名汚澤」とある。所謂一つのペリカンの類。また、 『詩經』に于ける鳥に就い 家井が「鳥は靈魂、特に『詩經』 于いては 祖靈で 、鳥が樹木に集まる、または飛來する、そこ 居るということは、祖靈が天上から地上に降り來たり そこに君臨している とを表す」と言
う
（注二七）
如く、祖靈を指す。○「梁」は、毛傳に「梁、水中之
梁」とあり、陳奐が「梁 水中之梁者 卽
邶
風傳所謂魚梁也」と
說
明するように、魚を捕るための水中の仕掛け。これに就
いて家井は「 『詩經』の中では「魚」とともに、 「笱」 「梁」等が戀
詩・婚姻詩に見えるが、それは魚が女性を𧰼徵するの
と同樣、 「笱」 「梁」も女性を𧰼徵して るからである。更に述べるならば、 「笱」等 その形態から女性性器を𧰼徵し、魚はその多產から女性の生殖能力を𧰼徵しているのである。であるから「笱」 「梁」 魚 はともに女性を𧰼徵するのであ 」と論
じ
（注二八）
ている。從って「維鵜在梁」の句は、祖靈が結婚相手である巫女の側に來臨したことを言うのである。○「不」は、
陳奐が「不、語詞。不濡
、濡
也。不濡
咮
、濡
咮
也」と言い、また
邶
風・匏有
葉篇に「濟盈不濡軌」とあり、王引之
がこれに就いて「不、
語詞。不濡、濡也。言濟盈不濡軌、此理之常也」と言う如く、意味のない助字で「ここ
︱
ニ」と讀
む。○「稱」は、 『尙書』に「敢行稱亂」とある孔安國傳 「稱、擧也」と り、 『逸周書』祭公篇に「公稱丕顯之德」とある孔晁注に 、謂擧行也」とある如く、擧で擧げる、擧行する意。○「
咮
」は、韓詩に「
」に作り、陳奐が「哀二十六
年左傳、得
己爲鳥、
咮
、加于南門。釋文、
咮
、鳥口」と言う如く、鳥の嘴のこと。○「媾」は、屈
里、高亨が「媾、婚
姻也」と言う如く、結婚の意。○
兮
兮」は、集傳に「
、
、草木盛多之貌」とあり、陳奐が「
、
、雙聲。
說
文、
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艸多皃。文選西都賦注、引倉頡篇、
、木盛皃。是
、蔚本爲
木盛多。因之爲凢盛多之稱」と言う如く、
、
は、雙
聲で、
木が盛んに生い
る樣が本義で、ここでは、毛傳に「
、
、雲興貌」とし、王先謙も「言其必有大雨也」と言う
如く、雲が湧き起こり今まさに大雨が降らんとする樣。○「南山」は、南の山のこと。○「隮」は、馬瑞辰が「隮、卽虹也。周官
祲
掌十煇之法、九曰隮、鄭司農曰、隮、升氣也。後鄭注、隮、虹也」と言う如く、虹の意で、ここでは虹が現れるこ
とを言うので 「にじた
︱
ツ」と讀む。○「婉兮
孌
兮」は、陳奐が「婉、
孌
、畳韻。齊甫田傳、婉、
孌
、少好皃」と言う
如く、婉、
孌
ともに
々しく麗しい樣を形容する語。○「季女」は、季は穉の假借字で少女。巫祝たる巫女。○「斯」は、
王引之が「斯 犹乃也」 （ 『經傳釋詞』 ）と言う如く、句中の助字の乃で、 「ここ
︱
ニ」と讀む。○「飢」は、聞一多が「案古
謂性的行爲曰⻝、性慾未滿足之時生理狀態曰飢、旣満足後曰飽。衡門篇曰、可
樂飢
曰、豈其取妻、必齊之姜。豈其取妻、
必宋之子。候人篇曰 彼其之子 不遂其媾
曰、季女斯飢。尋釋詩意、飢謂性慾朙甚」 （ 「詩經通義乙」 ）と言うように、性
慾の未だ滿たされない狀態をいう。つまり、ここでは、季女が祖靈の再び來臨されんことを渇望していることをいう。
　以上の語釋を踏まえて訓讀すると
第一
　　彼の候人や、戈と
とを
何にな
ふ。彼の
之こ
の子は、三百の赤芾。
第二
　　維れ鵜、梁に在り、
不ここ
に其の
を濡らす。彼の
之こ
の子は、
不ここ
に其の服を
稱あ
ぐ。
第三
　　維れ鵜、梁に在り、
不ここ
に其の
咮
を濡らす。彼の
之こ
の子は、
不ここ
に其の媾を
遂と
ぐ。
第四
　　
たり
たり、南山
朝あした
に
隮にじた
つ。婉たり
孌
たり、季女
斯ここ
に
飢う
う。
となる。
　以上に從って日本語譯をすると
第一
　　祖靈を送迎する巫祝の少女は （祖靈をお迎えするために）矛や杖矛を担った從者を卛いてやって來ます。
あのお方（祖靈）は、數多の赤
を着た從者を卛いて（結婚の相手である巫女を迎えに）來ました。
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第二
　　ガランチョウは梁の上に舞い降り、その翼を濡らしています。あのお方（祖靈）は、巫女との婚姻を擧げま
した。
第三
　　ガランチョウは梁の上に舞い降り、その嘴を濡らしています。あのお方（祖靈）は、巫女との婚姻を遂げま
した。
第四
　　（願いが届き）雲がもくもくと湧き起こり雨が降る南山は、 朝早くに虹が昇り はお歸りになり）ました。
々しく見目麗しき巫女は（祖靈が）再び來臨されることを渇
して止みません。
となる。
　第一
で、祖靈が來臨し、第二
、第三
で、巫女と祖靈との結婚の儀禮が完遂したのである。そして第四
で見える虹
が現れたのであるが、虹に就いては福本が
　　虹による感生
說
話の發生上の基盤にある懷妊の呪力は、龍による感生
說
話の發生の基盤にあるそれと同じなのである。
と論
じ
（注二九）
、また
婚禮の祝頌詩である
鄘
風・
蝃蝀
篇に于いて虹が謠われた理由は、虹が本來、水神たる龍の示現と見なされ、その水の呪
力が大地に豐饒を齎すとともに、類感呪術的に女性に多產を齎すとされたことであった。
と論
じ
（注三〇）
ている。すると、本篇でも、巫女である季女と祖靈との婚禮が完遂し、嫁ぎ行く巫女の懷妊を祈願する爲に虹が謠わ
れていると考えられる。つまり第四
で、朝早くに虹が昇り、祖靈が再び來臨されんことを願うというのは、巫女の懷妊の
祈願がまだ成就していないのに歸って行った祖靈に對しての强い思
を指すのである。これは、第一
から第四
まで見て
みると、祖靈祭祀が夜を徹して行われたことに起因するもので、例えば、小雅・鴻鴈之什・庭燎篇では具體的に祖靈に扮した一行が鈴を鳴らしてやっ 來る樣子が謠われている。
　この詩の詩意を見てみると、毛序は
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　　候人、刺近小人也。共公遠君子、而好近小人焉。
とし、集傳も
　　此刺其君遠君子、而近小人之詞。
と、君主が君子を遠ざけて小人を身近に置こうとするのを諷刺する詩であるとするが、 「候人」が、祖靈を送迎する巫女で、「之子」が祖靈をさし、 「季女」が巫女である少女と知れば、この詩は、祖靈と巫女との婚禮祝頌し、かつ祖靈が再來して巫女の懷妊を祈願する詩であると解して大過なかろう。
　
（四）
　「季女」の語は、先に觸れた國風二篇の他に、小雅に一篇見えている。先ず、雅の諸篇を解釋する場合には「雅」の意義
を踏まえておく必要がある。 「雅」に就いて家井は、
『詩經』に于ける雅の諸篇は……夏の假借字に據る附名で、基本的には周・諸侯の宗廟や社に于いて巫に據って歌舞せられた宗敎假面舞踊詩をその起源とし、その目的は……頌と同樣に神靈・祖靈を讚え祀ることに據って、それ等に佑を希求する事にあった、と定義されるのである。
と論
じ
（注三一）
ている。雅の詩篇を解釋する場合、この範疇を越えないようにする。
　小雅・甫田之什・車
篇（二一八）を考察する。
第一
　　閒關車之
○
兮、思
孌
季女
逝○
兮。匪飢匪
渴○
、德音來
括○
。雖無好
友◁
、式燕且
喜◁
。
第二
　　依彼平林、有集維
□
。辰彼碩女、令德來
敎□
。式燕且
譽※
、好爾無
射◀
。
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第三
　　雖無旨酒、式飮庶幾。雖無嘉
殽
、式⻝庶
幾◇
。雖無德與
女※
、式歌且
舞※
。
第四
　　陟彼高
岡■
、析其柞
。析其柞
▷
、其
湑※
兮。鮮我覯爾、我心
寫※
兮。
第五
　　高山
仰■
止、景行
行■
止。四牡
騑騑
、六轡如
琴●
。覯爾
昏、以慰我
心●
。
（押
　○＝⺼部 　△＝之部 　□＝宵部 　※＝魚部 　▲＝鐸部…魚鐸通
　◇＝微部 　■＝陽部 　▽＝眞部
…陽眞合
　●＝侵部）
　この詩に、語釋を施す。○「閒關」は、于鬯が「鬯案、……關雎篇云、關關雎鳩、毛傳云、關關、和聲也。是關關亦聲
也。閒關卽關關也。閒關疊
。關關疊字。疊字亦卽疊
也。凢疊
疊字皆主字音不主字義。故閒關與關關無二義也」と言う
如く疊
連語で、車が動いて鎋が鳴る音を表す擬聲語でカンカン。○「
」は、高亨が「
、同鎋。車軸兩頭的金屬鍵と言
う如く、鎋と同じで金屬製のくさび。○「兮」は、句末の助字。○「思
孌
」の「思」は、聞一多が「思爲助𧰼詞、與有同。
思
孌
季女犹采
、有齊季女也。載
、思媚其婦、有依其士。思有互文」 （ 「詩經通義乙」 ）と言い、趙金銘も「思字只能附加
在形容詞的歬面 它不能改變其他詞類的詞性
構成形容詞。可是、它却有特殊的語法作用」と言
う
（注三二）
如く、有と同じく形容
詞の接頭語であり「思
孌
」は、采
篇の「有齊季女」の「 齊」に同じ。 「
孌
」は、毛傳に「
孌
、美貌」とあり、美しい意
で、 「思
孌
」とは、少女の美しい姿を形容する語。また、曹風・候人篇の「婉兮
孌
兮」の語釋も合わせて參照。○「季女」
は、巫女たる少女のこと。○「逝」は、鄭箋に「逝、往也」とあり、高亨が「指
她
乘車出嫁」と言う如く、少女が車に乘
って嫁ぎ往く意。○「匪飢匪渴」は「匪飢渴」の
文。王風・君子于役篇に「
無飢渴」とあるのと同じ。 「飢渴」は、聞
一多が「案古謂性的行爲曰⻝、性慾未滿足之時生理狀態曰飢 旣満足後曰飽 （ 「詩經通義」 ）と言う如く、性慾が滿足されていない生理狀態をいう であって、 「匪飢渴」とは、性慾を滿足させる爲ではない意。○「德音」の「德」は、朱駿聲「叚借爲悳」と言い、加
常賢が悳字に就いて「衜德の「德」の本字は實はこの字である、 「德」は「
彳てき
」に從う字である
から、全然别の意味の字である。それを衜𢛳の 𢛳」字に借用したのが、一般に本字のごとく使用されることになってしま
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ったのである……元來德目の德を心の內に持ち込んで
說
く衜德論はいわゆる主
的衜德論であって、後世の哲學論であるか
ら、これで「𢛳」字を解釋しては正しくない。むしろ「心」の意味は「心持ち」の意に見て、 「直の聲」の表わす意味を考えねばならぬ。そこで「直の聲」の表わす意味を知るに參考となるのが、鄭本周易繫辭傳に「有功而不置。釋文曰、鄭當爲德」 （功有れども置かず。釋文に曰く、鄭は當に德と爲すべし） あ ごとく、鄭玄は「置」字を「德」と讀んでいる。この「 字と「置」字と通用した事實である。周易正義は「雖有其功、而不自以爲恩德（其の功有りと雖も、自ら以て恩德と爲さず） 」と
說
朙してある。 「置」の字が「恩德」と解釋されると、ここで想起されるのが「施舍」の語である。何とな
れば、 「置」の本義は「鳥網を建てる」意であるが 延長義としては「舍て置く」意があるからである。 「施舍（舍） 」には「弛し
」 （
繇よう
役えき
を免ずる意）と「施」 （施與の意）とがある（左傳の宣十二年會箋）が、今「置」と「恩德」との關係としては、
後の「施與」の義を寀らなけれ 結論としては、 「直の聲」の表わす意味は「置」の意で、しかも「施與」の意であることになる。代価を取らないで「施與」する意である。左傳の成公十六年 「德以施惠（德 以て惠を施す） 」とあり、襄公七年に「恤民 德（民
恤うれ
ふを德と爲す） 」とある。管子の正篇に「
民無私曰德（民を
し私する無きを德と
曰ふ） 」とあり、論語鄭注に 恩を施すを謂ふ と「德」字を
說
朙している。これは心の問題としてでなく、外的行爲によ
る
說
朙である。これを心について言うと、人に恩
を施す心、人を憐れむ心を悳お言ったと見るべきであると思う」と論ず
る（注三三）
如く、 「惠を施す」 「恩を施す」 「恩德」の意。 「音」は、程俊
等が「初文音、言同字」と言い、 「言」字と同時である
と言う。かかる「音」字と「言」字の關係 就いて郭沫
が「考言音古本同類字、如許書 　
从口
聲、 　
从言合一。
字于古金中毎相通用……羅振玉謂从言从音殆通用不别、是也」と言
い
（注三四）
、于省吾が「言與音初本同名、後世以用各有當、通分
化爲二。周代古文字言與音之互作常見」と言
う
（注三五）
に據れば、金文乁び古文獻では言と音とが通用し本來は同字であったのであ
るが後世に分化してしまったので る。 は、 言」字に就いてであるが、王引之が 言、云也 語詞也」 （ 『經傳釋詞』 ）と言い、楊樹逹が「語中助詞、無義。德言盛、禮言恭（易・繋辭） 。靜言思之（詩・
邶
風・柏舟） 」 （ 『詞詮』 ）と言う
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如く、意味の無い句中の助字。また、ここでは直接に音字が助字であることに觸れてはいないが、姚際恆が、
邶
風・日⺼篇
に于いて「音字不必泥、犹云其德不良耳」と言っており、更に篠田幸夫が「 『詩經』で使用される「德」字が祖靈・神靈との關わりにおいて用いられた場合、多くは「惠を施す」 「恩を施す」 「恩德」の意であり、付隨する「音」字は、 「言」字の假借字でしかもそれは語助詞で意味はない 强いて訓讀 るならば「
德とく
言ここ
に……」となろう……なお「音」字を語助詞とし
て用いる例は、先秦文獻では見當らず、 『詩經』でのみ「君子」が祖靈を指すのと同樣に 獨特の用法であると言える」と論ず
る
（注三六）
。尙、本篇の「音」は、次の「來」と併せて「ここ
︱
ニ」と讀む。○「來」は、陳奐が「來、語詞」と言う如
く、意味の無 助 。○「括」は、毛傳に「括 會也」とあり 王風・君子于役篇に「羊牛下括」とあり、陳喬樅が「小雅車
、德音來括、訓括爲會。釋文、括本亦作
佸
……
佸
、括、會古聲義竝同」と言い、王念孫が「括、
佸
、會古聲義竝同。故
廣雅括會俱訓爲至也」 （ 『廣雅疏證』 ）と言う如く、至る意。○ 友」は、周南・關雎 琴瑟友之 これに就いて馬瑞辰が「瑞辰按、友之、犹樂之也。故傳連言友樂之。廣雅、友、親也。 爲相親有之稱」と言う如く、親しむ意。○「式」は、鄭箋「式、用也」とあり、王引之が「式、語詞之用也。詩斯干曰、式相好矣。是也。常語也」 （ 『經傳釋詞』 ）と言う如く、助字の用で もつ
︱
テ」と讀む。○「燕」は、朱駿聲が「燕、叚借爲宴。饗宴也」と言う如く宴の假借字で、饗宴
する、宴飮する意。○「依」は、吳夌雲が「案此與鬱彼北林同一句法、
借依爲鬱也。鬱依雙聲」と言う如く、鬱の假借字
で、鬱
と生い
る樣子。○「平林」は、毛傳に「平林、林木之在平地也」とある如く、平地の林。○「
」は、毛傳に
「
、雉也」とあり、江村如圭は「和名ヤマドリ」と言う。○「辰」は、高亨が「辰、讀爲珍。爾雅釋詁、珍、美也」と言
う如く、珍の假借字で美しい 碩女」の碩に就 て赤塚忠が「 碩」は形聲文字で「頁」 頭 大なるものの形𧰼すなわち鬼面を
るものである。すなわち巫術的な舞者であることは確かで」と言
う
（注三七）
に據れば、第一
の季女と同じく巫祝た
る巫女を指す。○「令」は 羌乍文考鼎に「羌對揚君令于彝」とあり、陳
家が「金文的動詞令字可有三種用法……（２）
爲賞賜之義。如考
、王令考赤市」と言
い
（注三八）
、郭沫
が「命令字含錫予義者于典籍中罕見。余曾以叩諸唐
。比得來書云、王
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令確是賜義。易師卦云、王三賜命。賜命義略相等。
解多誤。書序、周公旣得命禾、旅天子之命作嘉禾。命禾卽賜禾。禮記、
一命縕
韍
幽衡、再命赤
韍
幽衡、三命
韍
衡。與燮
之王令燮在市旂正合。今案、命禾一例至確、卽旅天子之命亦嘉天子之賜。
中庸天命之謂性、天命犹言天賦、亦錫予義」と言
う
（注三九）
如く、賜う意。從って「令德」は、お惠みを賜る意。○「敎」は、
『呂氏春秋』貴公篇の高誘注に「敎犹吿也」とある如く、吿げる意。○「譽」は、小雅・甫田之什・裳裳者
篇に「是以有
譽兮」とあり、これに就いて王引之が「集傳引
氏曰、譽豫通。凢詩之譽皆樂也。引之
案、
氏之
說
是也……爾雅曰、豫、
樂也」 （ 『經義述聞』 ）と言う如く、豫の假借字で、樂しむ意。○「爾」は、鄭箋に「爾、女。女、王也」とあり、王とするがこの場合は、季女の連れ合いである祖靈を指す。第
の「女」 、第四
乁び第五
の「爾」も同じ。○「射」は、陳奐
が「射讀爲斁。
覃傳、斁、厭也」と言う如く、斁の假借字で厭う意。○「庶幾」は、林義光が「庶幾願
之詞。願其飮⻝
歌舞、亦歬
式燕且喜式燕且譽之意」と言う如く、願
を表す語で「こひねが
︱
フ」と讀む。ここでは、飮⻝歌舞し祖靈の
降臨を願う意。○「析其柞
」は、馬瑞辰が「今按漢廣有刈
之言、南山有析
之句、豳風之伐柯與娶妻同喩、詩中以析
喩昏姻者不一而足 東山之詩曰 其新孔嘉。
之爲言新。
說
文、新、取木也。詩
取木喩取女、因而卽以析
喩娶妻爲迎
新也」と言い、これを受けて聞一多が「案今俗謂娶妻曰取親、曰結親。
親聲同、故借
爲親。析
卽取
、言析
喩娶
妻者、析義同于取 析
犹取親也。
有言束
者、束義同于結、
聲同于親、束
犹結親也」 （ 「詩經通義乙」 ）と言う如く、
妻を娶ることを意味する。○ 湑」は、鄭箋に 其
盛」とあり、また、小雅・甫田之什・裳裳者
篇に「其
湑兮」と
ある毛傳に「湑、盛貌」とある如く、
が盛んに
る樣。○「鮮」は、屈
里が「鮮、斯也」と言う如く、 「ここ
︱
ニ」と
讀む。○「覯」は 陳奐が「
蟲傳、覯、遇也。遇者、配偶之義。鮮我覯爾、我心寫兮下
云、覯爾新昏、以慰我心。犹
蟲篇、亦旣覯止、我心則降、亦旣覯止 我心則
說
、亦旣覯止、我心則夷也。覯皆
爲遇」と言う如く、遇う意で、ここでは
結婚することを指す。○ 寫」は、小雅・南有嘉魚之什・
篇に「旣見君子、我心寫兮」とあり、これに就いて屈
里が
「
邶
風泉水以寫我憂之寫、謂瀉去憂愁也。因有樂義、今犹謂快樂曰寫意」と言う如く、取り除く意で、ここでは心の憂いを
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除く意。○「止」は、馬瑞辰が「釋文曰、仰止本或作仰之、行止詩作行之。
似陸見毛詩上句作止、下句作之。今按之字篆
文作
、與止字形近易譌。據箋云則
仰之、則而行之、皆本經文爲訓、正義曰仰之、行之、則上下句當作之爲是」と言う如
く、之の譌字。下句の「行止」の止も同じ。○「景」は、
鄘
風・定之方中篇に「景山與京」とあり、これに就いて王先謙が
「陳
林云、據士昏禮注、今文景作憬。知景、憬古通。此詩景當讀爲憬。泮水傳、憬、遠行貌」と言う如く、憬の假借字で
遠い樣。○「
騑騑
」は、高亨が「
騑騑
、馬行不停貌」と言う如く、馬が休むことなく驅ける樣子。○「六轡如琴」の「轡」
は、手綱、たずなの意。 「如琴」は、集傳に「如琴謂六轡調和如琴瑟也」とあり、小雅・甫田 什・裳裳者
篇に「六轡沃
」と見え、これに就いて屈
里が「此亦狀其鮮澤也」と言っていることから、本篇の「如琴」も、鮮やかな樣の意。○「
昏」は、鄭箋に「新昏謂季女也」とあり、高亨が「昏、同婚。古語、夫稱妻爲婚。
婚與
婦同意」と言う如く、
妻たる
季女を指す。となる。
　以上の語釋を踏まえて訓讀すると
第一
　　閒關たる車の
くさび
、思
孌
たる季女
逝ゆ
く。
飢う
うるに
匪あら
ず
渴かわ
くに
匪あら
ざるに、德
音こ
來こ
に
括いた
る。好み
友した
しむ無しと雖も、
式もつ
て燕し且つ喜ばん。
第二
　　依たる彼の平林、集まる有るは維れ
。辰たる彼の碩女、德を
令たま
はりて
來ここ
に
敎つ
ぐ。
式もつ
て燕し且つ
譽たの
しみ爾を
好よみ
して
射いと
ふこと無けん。
第三
　　
旨うま
き酒無しと雖も、
式もつ
て飮まんことを
庶こひ
幾ねが
ふ。嘉き
殽
無しと雖も、
式もつ
て⻝らはんことを
庶こひ
幾ねが
ふ。德
女なんぢ
と
與とも
にすること無しと雖も、
式もつ
て歌ひ且つ舞はん。
第四
　　彼の高岡に陟り、析其の柞
を析る。其の柞
を析るは、其の
湑しげ
ればなり。
鮮ここ
に我爾に
覯あ
へば、我が心
寫のぞ
かる。
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第五
　　高山は
止これ
を仰ぎ、景行は
止これ
を行く。四牡
騑騑
として、六轡琴の如し。爾の
昏に
覯あ
へば、以て我が心慰めん。
となる。
　以上に據って日本語譯にすると
第一
　　カンカンと車のくさびが鳴り响き、見目麗しい巫女は、 （その車に乘って）嫁ぎ行きます。 （祖靈の）性慾を
滿足させる爲ではなく、 （祖靈の）お惠を賜います。 （祖靈と）親しみ樂しんでいませんが、宴を催して樂しみましょう。
第二
　　鬱
と生い
る平地の林には、ヤマドリも集まる（祖靈が降臨された） 。見目麗しい巫女は、お惠を賜り
（我々に）お吿げになります。 （祖靈を祀る）宴を催し樂しみ、あなた（祖靈）を好んで厭うことはない。
第三
　　美味しい酒は無いけれども、 （祖靈がこの宴席でお酒を）お飮みくださることを願う。上等な肴は無いけれ
ども、 （督靈がこの宴席で肴を）お召し上がりになることを願う。あなた（祖靈）と一緖にすることは きないけれど、歌い舞いましょう。
第四
　　あの高い丘に登り、 （祖靈と結婚する爲に）小枝を折り集めます。その小枝を折るのは、
が
っているか
らなのです。私はあなた（祖靈）にお會いできたならば、私の心の憂いは除かれます。
第五
　　高い山はこれを仰ぎ見て、遠 衜 これを步む。四頭立ての馬車は休み無く進み、六本の手綱 琴のように
鮮やか。あ た（祖靈）の新妻（巫女）に遇えば、私の心を慰めます。
となる。
　この詩の詩意を見てみると、毛序は「車
、大夫刺幽王也。襃姒嫉妒、無衜竝進、讒巧敗國、德澤不加于民、周人思得賢
女以配君子、故作是詩也」と、襃姒が幽王を惑わし、國政を混亂すことを諷刺する詩であるとし、集傳は「燕樂其新昏之詩」と、
婚を燕樂する詩であるとし、白川は
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婚の祝頌の歌。ただこの結婚は、何らかの事情で、すべての關係者の祝福を受けえないものであったらしく、いわば
ひそやかな祝宴であった。 「飢渴」は、人の大欲、男女の情にたとえる。そういう欲
に驅られてのことでない、と詩
人は斷っている。 「德音來括」は、今ならば戀
結婚をいう。周圍の
對に叛いて、この季女は嫁したのであろう。季
女は、家に殘って家祀を守るという風があった。わが國ならば齋女である。このひ やかな結婚は、そのような場合のことかもしれない。詩には「季女ここに飢う」 （曹風・候人） 、 「
齊つつし
める季女有り」 （召南・采
）のように、季女のその
ような立場を歌うものがあ この詩にそのよ な祝福されることのない、幸少い季女
の成就を、ひそかに祝い送
る詩であろう。
と言
う
（注四〇）
。しかし、この詩で見える「季女」 「碩女」が同一
の
（注四一）
少女である巫女で、第三
の「女」 、第二
、第四
乁び第五
の「爾」が、季女の連れ合いである祖靈を指すことを知れば、この詩が一族の繁榮、穀物の豐饒を願う爲に行われた祖靈
と巫女との神婚を祝ぐ詩であると解すべきであろう。
（五）
　以上、召南・采
篇、曹風・侯人篇、小雅・甫田之什・車
篇に三見する「季女」の季字には、穉の假借字で少・小の義
があり、少女を言うのであった。それらの少女は、祖靈を迎える巫祝、卽ち巫女であったのである。白川靜が旣に「詩篇にみえる季女はみな巫女の性格をもち、おそ く家にあって、巫児として家廟につかえるべきも とされたのであろう。齊では長姉が巫児として家に殘されたことが 『漢書』地理志にみえている」と述
べ
（注四二）
、 「季女」に巫女の性格が有ることを指
し
ているが、ここで重要なのはそれら巫祝が少女であることで る。召南・采
篇では、祖靈の降臨を願う少女、曹風・侯人
篇そして小雅・車
篇の如く祖靈の連れ合いたる少女として見えており、ここから「季女」とは關雎篇の「淑女」と同樣に
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少女である巫女と考えられるのである。祖靈と巫女との結婚卽ち神婚の儀禮は、世界各地で見られ、澤田瑞穗が
もともと、巫女とは神に奉仕するために神に占有される存在で、いわば神にとっては妻妾に相當するものである。同時に、垩 俗 のあいだに介在して、その兩者を中繼する役目をもつ。半ばは肉身を具えて世俗 浮沈 とはいえ、半ばは垩性を保って俗より超絶しなければならない。世俗生活の必要上、かりに俗人の夫をもっていても、それはあくまで陰の存在で、表面上は仕える神を夫として、これ 占められ ものである 故 巫女は恍惚のうちに來訪する男神に靈を宿し、神の抱擁に應じてこれ 一夜の垩なる艶
を結ぶこともあり得る……こうした巫女と神との靈的交渉が發想
の核となって人 交婚の話が生まれる。それはまた古代祭祀の巫俗とも關連をもつ。
と論
じ
（注四三）
ている。神を來臨もしくは、降臨せしむる場合に于いては、その所謂一つの仲介者たる存在である巫祝が重要であ
り、神と巫との結婚である神婚の儀禮の要因であるのであって、古代中國の祭祀には不可欠な存在であったのである。然るに、それら特殊な人物とされた巫女である少女もまた、神に近い存在とされ珍重されるに至ったのは閒違いあるまい。采篇、侯人篇 車
篇の三篇に見える「季女」が全て
く美しい少女である。それは、
く美しくそして少女であることが巫
女の條件であったこ を窺わせるものであろう。また、それと同時 、中國古代に于ける少女とされる存在の多樣性の一端を
干ではあるが朙らかにすることが出來たと思う。
注
（注一） 　拙稿「中國古代の巫祝について
干の考察︱「淑女」の解釋を中心として︱」 （ 『二松學舍大學人文論叢』第八一輯 　平成二〇年所收） 。
（注二） 　『詩經今注』 （高亨
作集林卷三、淸
大學出
社 　二〇〇四年）三九頁。
（注三） 　『詩經譯注』 （齊魯書社 　一九八五年）一〇六頁。（注四） 　『詩毛氏傳疏』 國學基本叢書、商務印書館 　一九六八年）四五頁。（注五） 　『詩經通論』 （姚際恆
作集第一册 　臺灣中央硏究院中國文史哲硏究所 　民國八三年）五〇頁。
（注六） 　『詩經硏究』 （赤塚忠
作集第五卷 　昭和六一年 　硏文社）六八四頁。
（注七） 　『
堂集林』卷九（中
書局 　一九五九年）所收「殷卜辭中所見先公先王考」四一四～四一五頁。
（注八） 　『金文常用字典』 （陝西人民出
社 　一九八七年）一一六二頁。
『詩經』季女攷
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（注九） 　『文源』卷一〇（民國九年 　石印本）一三
。
（注一〇） 　『古文字通假字典』 （中
書局 　二〇〇八年）五九九～六〇〇頁。
（注一一） 　『
說
文通訓定聲』 （
文印書館 　民國八三年）齊字條。
（注一二） 　『經義述聞』卷三（臺灣商務印書館 　民國六六年） 。（注一三） 　『
說
文校議』卷一四（續修四庫全書、上海古籍出
社 　二〇〇一年） 。
（注一四） 　『敦煌經部文獻合集』第二册（中
書局 　二〇〇八年）五〇五頁。
（注一五）（注一四）歬揭書六一六頁。（注一六）（注一四）歬揭書六一八頁。また、程燕は、風
邶
・谷風篇の「行衜遲遲」の遲字に就いて「手鏡・辵部、
、俗。
遲、二正。遲字籀文作
、
卽
的
訛俗字。漢碑已見
字。 （五八三）按、何師見吿
應是古文字
的變
」 （ 『詩經
文輯考』 （安徽大學出
社 　二〇一〇年）五九頁）と言う。
（注一七） 　『詩經通解』 （臺灣中
書局 　民國七五年）一一頁。
（注一八）（注 歬揭書五八頁。（注一九） 　『字統』暜乁
（平凢社 　一九九四年）齊字條、三四二頁。
（注二〇） 　『 詩經 興詞硏究 硏文出
　二〇一二年）二九九～三〇〇頁。
（注二一） 　詳しい解釋は、 ）歬揭論文參照。（注二二） 　「賓客」や「嘉賓」が祖靈を指すことに就いて詳しくは、金田純一郞「白馬と賓客︱有客・白駒の詩をめぐつて︱」 （ 『京都女子大學紀要』第一七號 　
一九五八年所收）及び、家井眞『 『詩經』の原義的硏究』 （硏文出
　二〇〇四年）三一六～三五四頁參照。
（注二三） 　『甲
文字釋林』 （中
書局 　一九七九年） 「釋黍齋乘」條、一八七頁。
（注二四）（注一九）歬揭書候字條、三〇〇頁。（注二五） 　「好人」の解釋に就 ては、拙稿「 『詩經』好人攷」 （ 『大學院紀要二松』第二七集 　二松學舍大學大學院文學硏究科 　平成二五年所收）を參照。（注二六） 　『詩經國風』 （東洋文庫 　平凢社 　九九〇年 四三七頁。（注二七） 　家井 歬揭書四五五頁。（注二八） 　家井（注二二）歬揭書 一頁。（注二九）（注二〇）歬揭書四 〇頁。 『詩經』
鄘
風・
蝃蝀
篇の「虹」に就いて」 （ 『二松學舍大學論集』第四一集平成一〇年所收）を參照。
（注三〇）（注二九）歬揭論文參照。（注三一） 　家井 二 歬揭書一三三頁。（注三二） 　程湘淸主編『先秦漢語硏究』 山東敎育出
社 　一九九二年）所收「 《詩經》中的形容詞硏究」一一八頁。
（注三三） 　『漢字の起原』 角川書店 　昭和四五年）悳 また魏風・碩鼠篇に「
我肯德」とあり、
立甫が「德、恩惠、此作動詞用、卽給予恩惠」 　（ 『詩經選
注』 ）と言い、境武男も「德は福であり惠である「めぐみ」 」 （ 詩經全譯 （汲古書院 　一九八四年）六六四頁）と言う。
（注三四） 　『甲
文字硏究』 （郭沫
全集、考古編第一卷 　科學出
社 　一九八二年） 「釋龢言」條、九八頁。
（注三五）（注二 ）歬揭書釋言條、八七頁。（注三六） 　「 『詩經』 「德音」考」 （日本大學商學硏究會『總合 化硏究』第六卷、第三號 平成一三年所收） 。（注三七）（注六 歬揭書七三二頁。（注三八） 　『西周銅器斷代』上册 陳
家
作集、中
書局 　二〇〇四年）一一頁。
（注三九） 　『金文續攷』 （郭沫
全集、考古編第五卷 　科學出
社 　二〇〇二年） 「獻彝附考鼎」條、七七八頁。
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（注四〇） 　『詩經雅頌』１（東洋文庫 　平凢社 　一九九八年）二八五頁。（注四一） 　李學勤は「碩女」の碩字に就いて「碩、小字本、相臺本同、唐石經初刻季、後改碩。阮校、案初刻誤也、正義可證」 （ 『毛詩正義』 （十三經注疏整理本 　
北京大學出
社 　二〇〇〇年） ）と言う。唐石經では碩を誤って季字に作られていたのは、 「季女」と「碩女」の性質が同じものであったことからなので
あろう。
（注四二）（注 九）歬揭書季字條、一四二頁。（注四三） 　『中國の民閒信仰』 （工作舍 　一九八二年）二七二～二七三頁。
